電磁波によるフレイ効果、マイクロ波オーディオ効果の測定機器

私は、下記の犯行方法と下記のレーザー盗聴器の記事から、犯人がフレイ効果、マイクロ波オーディオ効果を利用していた場合、下記の１．２．３．の三つの方法で、犯人からの送信電磁波の存在を測定、確認出来るのではないかと考えています。

そこで、以下にその概要を記載しておきます。
良ければ、ご覧ください。

後、まだ、未確認の部分も多々有るので、それを補う知識、情報などがあれば

是非、お知らせください。

宜しくお願い致します。

１．電磁波センサを利用した測定機器
下記のレーザー盗聴器の記事を見て、硫化カドミウム(CdS)光導電セルというセンサを知ったのですが、このセンサのような働きをするセンサで、抵抗値の変位から、ICレコーダーのような録音機器で音声を録音出来るのなら、電磁波の変位で抵抗値を変える電磁波センサが存在し、手に入れることが出来たら、犯人からの送信電磁波の音声を録音、再生出来るのではないかと考え以下の図のような測定機器を考えました。

　図１


　　犯人の音声を含んだ　　　　　　　　　　　送信電磁波　　　　　　　　電磁波　
RF　200MHzから6.5GHz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センサ
　　くらいの　高周波発生器　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レコーダー
２．骨伝導マイクを利用した測定機器
これは、私が考えている犯人の犯行方法から、単純に、フレイ効果、マイクロ波オーディオ効果が犯人に利用されているのなら、最終的に音声を送信しているのは、骨伝導にて、聴覚部の蝸牛に送信している弾性波なので、それを測定すれば良いという考えから、聴覚部、耳に下記のような骨伝導マイクを装着し、それをICレコーダーなどの録音機器で録音したら、犯人からの送信電磁波を測定出来るのではないかと考えました。
図２
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※　犯人からの送信電磁波によって、発生する骨伝導が被害者自身の発声なみの大きさか、もしくは、下記のような骨伝導マイクの感度を上げることが、物理的か、ソフト的に出来れば、骨伝導による音声の知覚である以上、録音、確認が出来ると思います。

後、ICレコーダーで録音し、そのまま、犯人の音声、振動を確認できれば、簡単なのですが、微弱な骨伝導の振動のみを録音できた場合、その振動を視覚的にグラフなどで確認出来るソフトなどを利用すれば、仮に音声の再生にて、犯人の送信電磁波を確認出来なくても、その証拠を確認出来ると思います。

３．電磁波によって、表面に弾性波を発生させる素材を利用した測定機器
これは、１．電磁波センサを利用した測定機器と２．骨伝導マイクを利用した測定機器を考えているときに思い浮かんだ測定機器なのですが、下記のアドレスの東京都立大学の論文から、この論文で使用した測定機器も、きっとフレイ効果の正確な周波数の値を出す為に、人間の頭のファントムに電磁波を与え、それが耳の部分の骨伝導センサ、もしくは、振動、弾性波センサで、どのように電磁波の反応を拾うかで、人間の音の知覚を測定したのではないかと推測するのですが、これを考えると、仮に、電磁波によって、下記のフレイ効果の原理と同じような電磁波の熱膨張もしくは、それに類似した現象で、その素材の表面に弾性波を生じる素材、物質が分かれば、それに、圧力センサもしくは、弾性波センサを繋げば、犯人からの送信電磁波を捉え、運がよければ、１．電磁波センサを利用した測定機器と同じように、ICレコーダーなどの録音、再生機器で、犯人の音声を確認できるのではないかと考え以下のような図の測定機器を考えました。
　図１
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質問
１．加害者への公開質問状　管理者様のＨＰの掲示板で、下記のような内容のレーザー盗聴器の記事を拝見させていただき、この中に出てくる　硫化カドミウム(CdS)光導電セルというセンサを、ラジオ波、200MHzから7GHzくらいの電磁波に反応する電磁波センサに交換した場合、もしかしたら、ICレコーダーのような録音機器で、犯人からの音声を録音出来るのではないかと考えたのですが、何方かそのような電磁波センサをご存知の方はいらっしゃいませんか？。センサの抵抗値の変化をＩＣレコーダーで録音した場合、音声として認識できる状態で録音、再生出来るのであれば、同じ原理で、電磁波センサでも可能ではないかと思うのですがどうでしょう？。
２．私は、下記のアドレスの犯行方法で被害を今、犯人から受けていると考えているのですが、その件に関して、骨伝導である以上、犯人からの送信電磁波による骨伝導が自身の発声なみの大きさか、もしくは、下記のような骨伝導マイクの感度を上げることが、物理的か、ソフト的に出来れば、骨伝導による音声の知覚である以上、録音、確認が出来ると考えているのですが、何方か、そのような方法、ソフト、録音方法をご存知ありませんか？。ICレコーダーで録音し、そのまま、犯人の音声を確認できれば、簡単なのですが、微弱な骨伝導の振動のみを録音できた場合、その振動を視覚的にグラフなどで 確認出来るソフトなどを探しております。
３．質問１の電磁波センサと質問２の骨伝導マイクを考えているときに思い浮かんだのですが、下記のアドレスの東京都立大学の論文、これは、きっとフレイ効果の正確な周波数の値を出す為に、人間の頭のファントムに電磁波を与え、それが耳の部分の骨伝導センサ、もしくは、振動、弾性波センサで、どのように電磁波の反応を拾うかで、人間の音の知覚を測定したのではないかと推測するのですが、これを考えると、仮に、電磁波によって、下記のフレイ効果の原理と同じように電磁波の熱膨張もしくは、それに類似した現象で、その素材の表面に弾性波を生じる素材、物質が分かれば、それに、圧力センサ、弾性波センサを繋げば、犯人からの送信電磁波を捉え、運がよければ、私が質問１でお伺いしたように、ICレコーダーなどの録音、再生機器で、犯人の音声を確認できるのではないかと考えたのですが、何方かこのような材質の素材、物質をご存知の方はいらっしゃいませんか？。是非知りたいので、情報お待ちしております。
４．下記のレーザー盗聴器の内容の硫化カドミウム（CdS）光導電セルとその光導電セルの抵抗値の変化を何故、ICレコーダーなどの録音機器が録音、再生し、音声として聴くことが出来るのか、その構造、原理を理解出来ておりません。そこで、不躾ですが、何方かご存知の方、情報をお待ちしております。
犯行方法　：
URL　：　http://www.tcct.zaq.ne.jp/kei/memo/hannkouhouhou.htm
数百円で作れるレーザー盗聴器　：
http://japanese.engadget.com/2007/08/31/DIY-laser-long-distance-listening-device/
エレクトレットコンデンサーマイクロホン
ECM-TL1　：

URL　：http://www.ecat.sony.co.jp/avacc/mic/acc/index.cfm?PD=16425&KM=ECM-TL1

Microwave auditory effect
Frey  effect
URL　：　http://en.wikipedia.org/wiki/Microwave_auditory_effect
資料 ：　電磁波
URL　：　http://kokoronokoe.at-ninja.jp/siryoudennjiha.htm
東京都立大学
マイクロ波聴覚効果の数値解析
URL　：　http://kokoronokoe.at-ninja.jp/siryoudennjiha.htm
フレイ効果の原理　：
フレイ効果が起こる200MHz～6.5GHzの高周波

↓

高周波を受けた身体の組織が瞬間的なエネルギー吸収によってわずかに熱膨張を起こし、

その振動により、弾性波が生じる。

↓

弾性波が聴覚部（蝸牛※１）に到達し、音として知覚される。

(私的疑問？この時、聴覚部に固有の振動・周波数があれば

周りに大勢の人が居ても、一人の個人に音声を聞かせることが

可能ではないか？。)

· １　蝸牛：　蝸牛の電気的応答の一つ蝸牛マイクロホン効果。

　　　　　　　　有毛細胞の突起、あるいはその他の蝸牛内組織に生じる機械的な

歪によって電位が生じる一種のピエゾ効果。

圧力センサ


もしくは


弾性波センサ





骨伝導マイク











